
自立支援協議会専門部会の進捗状況について

1．今年度の取組内容
専門部会では、「障がい理解のある障がい児者にかかわるボランティアを増やすことで、

地域啓発を図り、将来の人材確保につなげる」をテーマに令和 2 年度から 2 か年にわた
り取り組んでいます。

令和 2年度は動画や SNSを活用して、市内の障がいボランティアサークルの紹介や、障
がい理解への取組みの一環として「ふうせんバレーリレー動画」を活用して、障がい理解

とボランティア活動についての啓発活動に取組んできました。

令和 3 年度は、地域の障がい福祉事業所をより身近に知っていただく機会として、市民
活動センターリードあしやとコラボレーションにより、「福祉事業所デジタルスタンプラ

リー」（7月 26日～8月 6日）を開催しました。「市内にはいろんな事業所があり、それ
ぞれがどんな場所なのかよく知ることができた」と市民の方から多くの感想を頂けまし

た。

今後の取組み予定として、地域の学生ボランティアグループを巻き込み、動画や SNSな
どのデジタルメディアを活用した啓発活動に取り組むことと、3月中旬～4月上旬にかけ
て、市役所のカフェ北側のスペースに障がいボランティアの啓発および市内の事業所紹

介の展示を計画しています。

2． 専門部会開催経過（予定）と協議内容

日時 場所 内容

第 1回 令和 3年
5月 28日

オンライン ・スタンプラリー用事業所紹介動画の企画

・スケジュール案作成

・SNS用動画の検討
第 2回 令和 3年

6月 16日
~6月 30日

市内障がい事業所 ・市内福祉事業所の紹介動画撮影をおこなっ

た。

第 3回 令和 3年
7月 26日
~8月 6日

リードあしや

保健福祉センター

・市民向けの開催された「福祉事業所デジタ

ルスタンプラリー」の景品交換窓口の対応

をおこなった。

第 4回 令和 3年
9月 28日

保健福祉センター ・スタンプラリー実施後の取組みについて検

討し、既存の動画の活用、SNSの活用に取
り組む事となる。活用方法を検討し、実施

可能な 2案を決定した。
第 5回 令和 3年 11

月 9日
保健福祉センター ・「市役所カフェ北側スペースの活用」と「学

生ボランティアの協力による SNS 等を活
用した啓発活動」の 2つの取組みについて
2 つの担当グループに分かれ、具体的に議
論を詰めた。

資料３



第 6回専門部会終了時点での進捗状況
内容・意見等

市役所カフェ北側スペー

スを活用した障がい・ボ

ランティア啓発展示

撮影済みの動画放映を行い、併せて障がい理解、ボランティ

ア啓発の展示を行う。

開催予定：令和 4年 3月中旬～4月上旬。
学生ボランティアの協力

によるデジタルメディア

を活用した啓発活動

甲南高校、芦屋大学、芦屋高校などの学生ボランティアにデ

ジタルメディアを活用した啓発のためのアイデアを企画し

て、具体的な取組みにも参画してもらい、地域の学生の障が

い理解やボランティア活動の活性化を図る。

※デジタルメディア・・・Webサイト、SNS、メール、スマホアプリ、動画などコンピューター上で取

り扱われる媒体のこと。


